
１　

新
冠
町
老
人
憩
の
家
に
お
け
る

灯
油
漏
え
い
事
故
に
つ
い
て

　

昨
年
５
月
に
判
明
し
た
漏
え
い
事
故

の
対
応
と
し
て
、
土
壌
か
ら
「
油
臭
・

油
膜
」
を
除
去
し
適
正
な
油
分
濃
度
に

す
る
た
め
、
10
月
１
日
か
ら
本
格
的
に

洗
浄
剤
の
注
入
を
開
始
し
、
浄
化
作
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

作
業
経
過
で
す
が
、
開
始
か
ら
１
か

月
経
過
し
た
頃
に
は
、
汚
染
範
囲
で
あ

る
敷
地
お
よ
び
水
路
に
お
け
る
「
油
臭
・

油
膜
」
は
感
知
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
11
月
下
旬
に
実
施
し
た
地
下
土
壌
の

サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、「
油
分
濃
度
」

は
適
正
で
あ
っ
た
も
の
の
、
若
干
の
「
油

臭
」
を
感
知
し
た
こ
と
か
ら
、
12
月
末

ま
で
除
染
作
業
を
継
続
し
ま
し
た
。

　

１
月
30
日
に
再
度
、
土
壌
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
適
正
な
数
値
な
ど
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
を
日
高
振
興
局

に
報
告
し
、
作
業
終
了
の
了
承
を
得
ま

し
た
の
で
、
２
月
26
日
を
も
っ
て
工
事

を
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
事
案
を
教
訓
に
、
町
有
施

設
に
お
け
る
事
故
防
止
と
し
て
、
定
期

的
な
施
設
点
検
に
努
め
、
安
全
対
策
を

講
じ
る
所
存
で
す
。

２　

あ
っ
た
か
暖
房
費
助
成
事
業
の

実
施
結
果

　

町
で
は
、
厳
冬
期
に
お
け
る
福
祉
施

策
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
世
帯
な
ど

を
対
象
と
す
る
「
あ
っ
た
か
暖
房
費
助

成
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
事

業
は
冬
期
間
の
暖
房
利
用
に
係
る
費
用

負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
お
り
、
灯

油
ス
ト
ー
ブ
や
オ
ー
ル
電
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
暖
房
設
備
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
に
配
慮
し
た
支
援
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
11
月
１
日
現
在
の
灯
油
価
格

を
調
査
し
、
事
業
の
実
施
を
判
断
し
て

お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
灯
油

価
格
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
依
然
と

し
て
高
止
ま
り
の
ま
ま
推
移
を
し
て
い

ま
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
第
２
回

定
例
会
に
お
い
て
、
関
連
予
算
の
議
決

を
い
た
だ
き
、
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
に
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
」
を
活
用
し
、給
付
の
対
象
は
、

町
民
税
が
非
課
税
の
低
所
得
世
帯
の
う

ち
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
や
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
方
が
属
す
る
世
帯
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
を
受

け
て
い
る
世
帯
な
ど
で
、
１
世
帯
当
た

り
現
金
１
万
円
を
給
付
し
、
採
暖
に
必

要
な
灯
油
や
薪
な
ど
の
購
入
費
や
電
気

代
な
ど
の
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
の
実
施
結
果
で
す
が
、
高
齢

者
世
帯
３
２
１
世
帯
、
障
が
い
者
世

帯
18
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
18
世
帯

の
合
計
３
５
７
世
帯
に
対
し
て
、
総
額

３
５
７
万
円
を
給
付
し
ま
し
た
。

３　

町
有
地
内
立
木
の
無
断
伐
採
に
つ
い
て

　

本
件
の
認
知
は
昨
年
12
月
19
日
、
日

高
振
興
局
か
ら
の
連
絡
に
よ
る
も
の
で
、

日
高
振
興
局
に
保
安
林
無
断
伐
採
の
通

報
が
あ
り
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

新
冠
町
字
大
狩
部
６
９
４
番
地
の
町
有

地
、
お
よ
び
隣
接
民
地
を
含
む
保
安
林

内
に
お
い
て
、
伐
採
を
確
認
し
た
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

町
は
直
ち
に
現
地
調
査
を
行
い
、
町

有
地
内
の
伐
採
本
数
を
81
本
と
確
認
し

振
興
局
へ
報
告
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、

隣
接
民
地
を
所
有
す
る
町
内
法
人
か
ら

事
情
聴
取
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
法
人
が

伐
採
を
行
っ
た
当
事
者
で
あ
る
こ
と
を

確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

年
明
け
の
１
月
に
日
高
振
興
局
、
隣

接
地
所
有
法
人
お
よ
び
町
で
現
地
を
再

確
認
し
、
保
安
林
内
で
の
伐
採
さ
れ
た
本

数
を
隣
接
地
分
１
０
１
本
、
町
有
地
分
81

本
の
合
計
１
８
２
本
を
確
定
し
た
う
え
、

町
長
行
政
報
告

日
高
振
興
局
よ
り
法
人
に
対
し
て
森
林

法
に
基
づ
く
厳
重
注
意
お
よ
び
再
造
林

の
行
政
指
導
書
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
に
お
い
て
は
、
隣
接
地
所

有
法
人
に
対
し
、
厳
重
注
意
書
お
よ
び

無
断
伐
採
さ
れ
た
立
木
損
害
額
を
16
万

３
，
２
９
６
円
と
算
定
の
う
え
、
損
害

賠
償
の
意
向
確
認
書
を
発
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
法
人
よ
り
始
末
書
と

損
害
賠
償
の
同
意
書
の
提
出
が
あ
り
ま

し
た
。
法
人
側
の
顛
末
に
よ
る
と
令
和

６
年
７
月
、
自
社
所
有
地
内
の
雑
草
地

を
整
地
す
る
際
、
保
安
林
や
敷
地
境
界

の
確
認
を
怠
り
、
町
有
地
を
自
社
所
有

地
と
誤
認
し
無
断
で
立
ち
入
っ
て
、
立

木
を
伐
採
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
加
え
て
法
人
に
よ
る
本
行
為
に
対

す
る
深
い
反
省
と
、
謝
罪
、
さ
ら
に
は

再
発
防
止
を
確
約
し
た
う
え
で
、
新
冠

町
に
対
し
ま
し
て
損
害
賠
償
金
の
支
払

い
意
思
を
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
町
の
対
応
と
い
た
し
ま
し
て
、

本
事
案
は
町
民
の
財
産
に
損
害
を
与
え

た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
森
林
法
を
始

め
と
し
た
法
令
に
違
反
し
た
行
為
は
、

非
難
に
値
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

法
人
側
も
必
要
な
手
続
き
の
不
備
を
全

面
的
に
認
め
、
反
省
の
意
を
表
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
法
人
へ
提

示
し
た
損
害
額
を
も
っ
て
、
示
談
す
る

こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

４　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
を
背
景

に
、
２
０
１
５
年
に
「
パ
リ
協
定
」
が
採

択
さ
れ
、
世
界
各
国
に
お
い
て
２
０
５
０

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
と
す
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

の
動
き
が
加
速
し
ま
し
た
。

　

日

本

で

は
、

令

和

２

年

に

国

が

「
２
０
５
０
年
ま
で
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を

目
指
す
こ
と
」
を
目
標
と
し
て
掲
げ
る

と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て

は
、
公
共
施
設
に
お
け
る
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
２
０
３
０
年
ま
で
に

策
定
し
、
推
進
表
明
と
な
る
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
要
請
し
て
い
ま
す
が
、
本
町
は
い

ず
れ
も
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、
北
海
道
か
ら

昨
年
８
月
に
「
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国

立
公
園
」
の
観
光
発
信
に
繋
げ
る
た
め
、

日
高
管
内
全
町
の
取
組
み
と
し
て
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」
登
録
の
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」
登

録
は
環
境
省
が
推
進
し
て
お
り
、「
国
立

公
園
を
電
気
自
動
車
や
再
エ
ネ
の
活
用

第１回定例会

　３月５日に招集された第１回定例町議会は、３月13日、全日程を
終えて閉会しました。
　今定例会では条例改正のほか、新年度予算などが審議されました。
　広報では、町長と教育長の行政報告の概要についてお知らせします。

行政報告後、鳴海町長が発表した『新冠町ゼロカーボンシティ』宣言書

議　 会  -第１回定例会 -

 

  
 

新冠町ゼロカーボンシティ宣言 

 

私たちのまち新冠町は、日高の秀峰幌尻岳をのぞみ、緑ゆたかな大地

と、茫洋たる太平洋にはぐくまれ、これまで先人のたゆまぬ努力と強い

開拓精神を受け継ぎ、町民の皆様とともに、たくましく未来に向かって

躍進する住みよいまちづくりを進めてきました。 

近年、地球温暖化が原因とされる気候変動により、世界各地で猛暑や

集中豪雨・台風等による自然災害が増加しており、自然環境や生態系へ

の影響等が懸念され、本町では農業や漁業といった第一次産業の影響を

特に危惧し、地球温暖化対策は喫緊の課題となっています。 

 

２０１５年に合意されたパリ協定では、「世界的な平均気温上昇を産業

革命以前に比べ２℃より十分低く保つとともに、１．５℃に抑える努力

を追求すること」の目標が掲げられ、わが国では、２０２０年１０月に

内閣総理大臣表明において、２０５０年までに温室効果ガスの排出を全

体でゼロにする「カーボンニュートラルの実現」を目指す宣言が行われ

たことに伴い、北海道においても、国の方針と同様、再生可能エネルギ

ーや森林資源などの地域資源活用、脱炭素化を図る「ゼロカーボン北海

道」の実現が掲げられました。 

 

本町においては、これまで公共施設の照明や街路灯のＬＥＤ化、公用

車両においてＥＶ車等のエコカーを導入するなど取り組んできました

が、今後も引き続き、様々な施策により二酸化炭素排出量の削減に努め

ながら、豊かな自然環境を守り、すべての方々が安心して暮らすことが

できる町づくりを進めるため、町民や事業者の皆様とともに２０５０年

までに二酸化炭素排出量を実質的にゼロとする「ゼロカーボンシティ」

の実現を目指すことを、ここに宣言します。 

 

 

令和７年３月５日 
 

                 新冠町長 鳴海 修司 
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